






その他のタイトル Research on the lesson about "KIRE" which is
needed when creating a haiku poem
URL http://hdl.handle.net/2241/00123504






















































































































































l f主Wiと揺震がイ1 ':る金の波 秋風や稲が生み出す金の波
2 秋の夜腹いっぱいだ梨たべて 秋風やお!援を満たす果実臭
3 日の入りに 空飛び由る 赤とんぼ 夕暮れ1寺止むこと知らぬかな 鈴虫の声
4 山の葉で染まる津軽は林檎色 山の葉や 染まる津軽は林檎色
5 愁mと ile震であそぶ すずめたち f主rz1~ i草壁とあそぶ すずめかな
6 頭垂れ かがやく稲穂 こがね色 頭垂れ こがねに輝く 稲穂かな
7 実_fJ_rz1iJs. _fJ__&_三みたいな 赤いほお 実_fJ_台数蛙強のように ほお染まる
8 窓、の外響くコオロギ秋が来る 窓の外秋が来るのか コオロギや
9 秋桜空に向かつて背のびする 吹きわたる 風のゆくえや秋桜
10 吹きわたる 風にゆられて秋桜
11 金色の稲ほ輝く 通学路 向かい道金色光る 稲ほかな
12 紅と金津軽の田地夢染まる 紅と金夢染まるのは津軽かな
13 政凪に揺れる揺琵は黄金色 愁mや揺れて盤誌が くすぐったい
14 夕日浴び光輝く 真っ赤な実 夕日浴び茜に染まる りんごかな
15 りんごでき 津軽の秋がやってくる _fJ_企ζでき塗軽rz1sが くるのかな
16 乏焼立に 照らされふわり ゆれる鼠 !1_泣立や j二_&_l;rが止まり ゆれるw
17 !1_泣Ltでいっそう染まる走_fJ_ム三
18 主主主rz1翠旦に照らされ さらさらと :主主主rz1Il主傍にいるのは鈴虫か
19 証主より 赤く色付く りんごの実 紅葉より 赤く色付く _~んごかな
20 きらきらと 艶めく基盤が室生秋 きらきらと 実るは艶めく 林檎かな
21 )!Rにゆれおちるもみじが ひらひらと 風にゆれ ひらひらおちる もみじかな
22 満月の 月の光りが差しこんで 満月や 月の光りが差しこんで
23 il箆ゆれ感じる訟に心ゆれ
24 虫の声夜風にながれ耳にする 窓の外音だけ間こえる 虫祭り
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つι2~、:> 暑さ過ぎ揺れる稲1は黄金色 秋H，¥や揺れる稲穂は黄金色
26 一部に 紅葉がいっぱい 落ちている 一部(二 落ちているのは 紅葉かな
27 青森の秋を彩る りんごの木 青森の秋を彩る りんごかな
28 秋の空 とんぼとりした 幼少!YJ とんほかな )よい、Ibされた 幼少Jtjr間2761|1 水而が荷に染まる 駄のタ1J 7)(f[iiN ilに染まる 夕暮れかな
あカ、りんご i二lに広カfる ビタミンC あかりんご !こiに1:;ヵfる 秋のかほり
功、い突が秋の訪れ告げるかな 少しずつ りんご、がi)J;(こ 染まるかな
十手11 日 1;81J に燃え揺らく葉の灰 I~I く j-1']日:liMJや燃える紅葉の灰1"]く
秋の 1=の タ況に染まる 林盤かな
34 赤とんぼ夕日に溶ける 赤い色 赤い色タ1::1にj容ける とんほかな
35 星空に 花火と消える かねの苦 夜の空遠ざかっていく l時I~子かな
361 大輪の花とi'えゆく i草花子かな
37 土カトンボ夕日やり色ごと 色競べ !!_泣 ~t と 色競べする ζかな
38 そろそろか津i経三味線秋の音 そろそろかな 津!経三味線秋の音
39 秋風の色にそまりし 子供たち 秋風の色にそまりし子供たち
40 金色の津軽の風に揺れる稲 秋j孔に揺れる ì~lq珪の稲穂かな
1|144213|  証主主と タE:lに染まる 秋の街 木枯らしや銀杏に秋感じけり
主枯らしゃ銀杏のにおい 秋感ず
秋風に 吹かれてなびく 君の髪 |秋風や 吹かれてなぴ、く 主1・の髪
4 夕暮れに 手をとり係る 冬!捺 夕暮れや手をとり帰る 冬|鋒
45 タぐれに 染まる紅葉の 万華鏡 タぐれや輝く紅葉の 万華鏡
自転車で のぼる坂道 とんぼとぶ 行く道に 落ちてる葉の色 りんごかな
47 通学路落ちてる葉っぱ りんご色
48 りんご閤 色とりどりの 実がなるよ りんごかな 赤や黄色の 実が踊る
49 ああ赤い 真っ赤なりんご おいしそう あありんご食欲誘う 赤さかな
50 紅葉で秋のおとずれ実感し 主主は f主~rQE主主主の 便りかな







初旬切れ 28 34 38 42 
二句切れ 4 10 13 46 47 
句切れなし 1 2 3 5 6 7 8 9 10 12 14 15 16 17 18 19 2021 22 23 24 25 
26 27 30 31 32 33 35 36 40 41 43 44 45 48 49 50 51 
となっており， しかも「ゃ」で切っているのは43のみである。
それにたいして，く指導後〉は，
初句切れ 1 2 4 5 7 11 13 16 22 25 28 32 35 38 41 43 44 45 48 49 51
二句切れ 3 8 9 1226 
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初作季重なり 1 2 5 7 8 13 1516 17 18 920 23 28 33 37 41 42 50 












( 1 ) 藤井毘彦「俳諾，俳句J日本国語教育学会編『国語教育辞典j(朝倉書庖 2001) p.311 
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( 6 ) 尾形イカほか編『俳文学大辞典j(角)1学芸出版 2008) p.233 
( 7 ) 復本一郎 f俳句と)1棚u(講談社現代新書 2000) p.34 
( 8 ) 復本一郎『俳句と )1柳j(講談社現代新書 2000) p. 109 
( 9 ) 三浦和尚・夏井いっき編『俳句の授業ができる本j2011 三省堂
(10) 藤原マリ子「俳句の鑑賞指導と『切れ字j一切れ字の機能構造論からの検討Jr早稲田大学
国語教育研究j31 (早稲田大学国語教育学会 2011) 
藤田万喜子「言語感覚を磨く俳句の指導『切れjを意識してJr岐阜聖徳学関大学国語国文
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学j27 (岐阜聖徳学園 2008) 
(11) 一つの材料だけでー匂をつくる句作法。取り合せ(配合)の方法に対する。「鶏頭の十四五
本もありぬべしJ(正岡子規)……のように，主として季語を中心の材料として，患が一本に
通り，かえって俳句独自の余韻と味わいを出す句法で，名句に多く見られる手法である。(平
井照敏)i俳文学大辞典j(角川学芸出版 2008) 
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